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第1783・84号１月１５日平成23年
（2011年）

年年
頭頭
にに
ああ
たた
りり

全
国
市
議
会
議
長
会
会
長

五

本

幸

正

（
富
山
市
議
会
議
長
）

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
健
や
か
な
お
正
月
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
引
き
続
き
厳
し
い
国
・
地
方
の
財
政
状
況
の
中
、
本
会
は
、
景
気
回
復
の
遅
れ
な

ど
に
伴
う
地
方
財
政
運
営
の
改
善
を
図
る
観
点
か
ら
、
地
方
交
付
税
の
増
額
確
保
を
強
く
要

望
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
総
務
大
臣
と
財
務
大
臣
の
折
衝
に
よ
り
平
成
２３
年
度

の
地
方
交
付
税
総
額
は
、
対
前
年
度
比
５
千
億
円
増
の
１７
・
４
兆
円
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
地
方
の
一
般
財
源
総
額
は
５９
・
５
兆
円
、
地
方
財
政
計
画
の
規
模
も
対
前
年
度
比
４
千

億
円
増
の
８２
・
５
兆
円
が
確
保
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
地
域
主
権
改
革
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
地
方
分
権
改
革
の
流
れ
を
確
実
な
も

の
と
す
る
た
め
の
地
域
主
権
関
連
３
法
案
が
未
だ
成
立
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
の
３
法
案
に

は
、
地
方
が
長
年
に
わ
た
っ
て
要
望
し
て
き
た
「
国
と
地
方
の
協
議
」
の
法
制
化
、
義
務
付

け
・
枠
付
け
の
見
直
し
な
ど
、
真
の
分
権
型
社
会
実
現
の
た
め
不
可
欠
な
事
項
が
盛
り
込
ま

れ
て
お
り
、
一
刻
も
早
い
成
立
を
働
き
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
。

地
方
制
度
改
革
で
は
、
政
府
の
「
地
方
行
財
政
検
討
会
議
」
が
２
つ
の
分
科
会
で
地
方
自

治
法
の
抜
本
的
な
見
直
し
と
、
自
治
体
運
営
に
お
け
る
財
務
や
監
査
の
仕
組
み
を
検
討
し
て

お
り
ま
す
。
特
に
自
治
法
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
二
元
代
表
制
の
在
り
方
を
含
め
根
本
的
に

見
直
そ
う
と
し
て
お
り
、
こ
の
検
討
会
議
に
私
も
参
加
し
、
議
長
へ
の
議
会
招
集
権
付
与
、

予
算
修
正
権
の
制
限
の
撤
廃
な
ど
、
議
会
の
権
能
強
化
を
主
張
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

最
後
に
地
方
議
会
議
員
年
金
制
度
に
つ
い
て
で
す
。
昨
年
１２
月
に
示
さ
れ
た
総
務
省
の
対

応
方
針
で
議
員
年
金
制
度
を
廃
止
す
る
方
向
性
が
示
さ
れ
、
１
月
に
召
集
さ
れ
る
通
常
国
会

へ
制
度
廃
止
に
伴
う
措
置
を
講
ず
る
法
案
が
提
出
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後

は
、
受
給
者
へ
の
適
切
な
給
付
の
継
続
、
統
一
地
方
選
挙
に
よ
る
退
職
者
へ
の
経
過
措
置
な

ど
に
つ
き
ま
し
て
、
引
き
続
き
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
か
全
国
の
各
市
議
会
並
び

に
議
員
各
位
の
ご
支
援
、
ご
理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
こ
の
一
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
健
康
で
幸
せ
な
年
と
な
り
ま
す
よ

う
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（１） 平成２３年１月１５日 第１７８３・８４号
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平
成
２３
年
度
の
地
方
財
政
対
策

が
１２
月
２４
日
に
発
表
さ
れ
た
。

地
方
自
治
体
の
財
政
運
営
上
の

指
標
と
な
る
地
方
財
政
計
画
の
規

模
は
、
対
前
年
度
比
０
・
５
％
増

の
８２
兆
５
２
０
０
億
円
。
地
方
一

般
歳
出
は
、
対
前
年
度
比
０
・
８

％
増
の
６６
兆
８
４
０
０
億
円
と
な

っ
た
。

歳
入
面
で
は
、
一
般
財
源
の
総

額
が
対
前
年
度
比
０
・
１
％
増
の

５９
兆
４
９
９
０
億
円
。
内
訳
を
み

る
と
、
地
方
税
が
対
前
年
度
比
２

・
８
％
増
の
３３
兆
４
０
３
７
億

円
、
地
方
譲
与
税
が
対
前
年
度
比

１３
・
４
％
増
の
２
兆
１
７
４
９
億

円
、
地
方
特
例
交
付
金
が
対
前
年

度
比
１
・
２
％
増
の
３
８
７
７
億

円
。
い
ず
れ
も
増
額
と
な
り
、
自

治
体
全
体
の
財
源
不
足
は
減
少
し

た
た
め
、
臨
時
財
政
対
策
債
は
対

前
年
度
比
２０
・
１
％
と
大
幅
減
の

６
兆
１
５
９
３
億
円
と
な
っ
た
。

歳
入
面
の
う
ち
地
方
交
付
税
の

総
額
は
、
対
前
年
度
比
２
・
８
％

増
の
１７
兆
３
７
３
４
億
円
。
４
年

連
続
の
増
額
確
保
と
な
っ
た
。
内

訳
は
▽
地
方
交
付
税
の
法
定
率
分

等
が
１０
兆
９
８
６
８
億
円
▽
一
般

会
計
に
お
け
る
加
算
措
置
等
が
５

兆
１
２
１
６
億
円
▽
別
枠
に
よ
る

加
算
が
１
兆
２
６
５
０
億
円
。
法

定
率
分
等
に
は
、
２２
年
度
か
ら
の

繰
越
分
１
兆
１
２
６
億
円
を
活
用

し
、
地
方
交
付
税
の
増
額
に
努
め

た
。
ま
た
、
別
枠
加
算
措
置
に
よ

る
１
兆
２
６
５
０
億
円
は
、
地
域

活
性
化
・
雇
用
等
対
策
費
の
創
設

な
ど
に
伴
い
捻
出
さ
れ
た
。

２３
年
度
に
お
け
る
財
源
不
足
額

は
、
対
前
年
度
比
２１
・
８
％
と
大

幅
減
の
１４
兆
２
４
５
２
億
円
。
う

ち
折
半
対
象
財
源
不
足
額
は
２９
・

２
％
と
や
は
り
大
幅
減
の
７
兆
６

３
０
８
億
円
と
な
っ
た
。
折
半
対

象
財
源
不
足
額
は
、
地
方
交
付
税

の
増
額
に
よ
る
補
て
ん
（
臨
時
財

政
対
策
加
算
）
で
３
兆
８
１
５
４

億
円
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行

（
臨
時
財
政
対
策
加
算
相
当
額
）

で
３
兆
８
１
５
４
億
円
が
、
そ
れ

ぞ
れ
充
て
ら
れ
る
。

折
半
対
象
以
外
の
財
源
不
足
で

あ
る
６
兆
６
１
４
４
億
円
は
▽
財

源
対
策
債
の
発
行
で
９
４
０
０
億

円
▽
地
方
交
付
税
の
増
額
に
よ
る

補
て
ん
で
２
兆
７
１
２
億
円
▽
交

付
税
特
別
会
計
の
償
還
先
送
り
で

７
５
９
３
億
円
▽
特
別
会
計
剰
余

金
の
活
用
で
５
０
０
０
億
円
▽
臨

時
財
政
対
策
債
の
発
行
（
既
往
債

の
元
利
償
還
金
分
等
）
で
２
兆
３

４
３
９
億
円
―
―
に
よ
っ
て
補
て

ん
さ
れ
る
。

地
方
負
担
が
継
続

地
財
対
策
で
は
、
平
成
２３
年
度

の
子
ど
も
手
当
に
関
す
る
暫
定
措

置
も
示
さ
れ
た
。
従
来
、
同
手
当

は
月
額
１
万
３
０
０
０
円
と
さ
れ

て
い
た
が
、
３
歳
未
満
の
子
ど
も

に
限
り
月
額
２
万
円
へ
支
給
額
が

引
き
上
げ
ら
れ
る
。

同
手
当
の
一
部
と
し
て
、
児
童

手
当
法
に
基
づ
く
児
童
手
当
を
支

給
す
る
仕
組
み
は
存
続
さ
れ
、
児

童
手
当
分
に
限
り
地
方
負
担
も
継

続
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

地
方
負
担
は
元
来
、
２２
年
度
限

り
の
暫
定
措
置
で
あ
っ
た
。
地
方

側
は
一
貫
し
て
、
子
ど
も
手
当
の

よ
う
な
全
国
一
律
の
現
金
給
付
に

つ
い
て
は
、
国
が
全
額
を
負
担
す

べ
き
と
主
張
し
て
き
た
。

し
か
し
、
地
財
対
策
に
先
駆
け

開
催
さ
れ
た
「
子
ど
も
手
当
に
関

す
る
５
大
臣
会
合
」
に
お
い
て
、

既
に
地
方
負
担
が
継
続
さ
れ
る
方

針
が
示
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
本

会
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
六
団
体

は
１２
月
２１
日
、
子
ど
も
手
当
に
関

す
る
共
同
声
明
�
上
掲
�
を
発

表
。
２４
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、

地
方
の
理
解
を
得
ら
れ
る
姿
と
す

る
よ
う
求
め
た
。

子
ど
も
手
当
に
関
す
る
共
同
声
明

子
ど
も
手
当
に
関
す
る
五
大
臣

会
合
を
受
け
、
平
成
２３
年
度
の
子

ど
も
手
当
に
関
す
る
政
府
案
の
概

要
が
示
さ
れ
、
平
成
２２
年
度
限
り

の
暫
定
措
置
で
あ
っ
た
児
童
手
当

分
の
地
方
負
担
が
継
続
し
て
求
め

ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。我

々
地
方
は
昨
年
来
、
保
育
所

の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
給
付
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
態

に
応
じ
た
形
で
地
方
自
治
体
の
創

意
工
夫
に
よ
り
地
方
が
担
当
す
べ

き
で
あ
る
一
方
、
子
ど
も
手
当
の

よ
う
な
全
国
一
律
の
現
金
給
付
に

つ
い
て
は
、
国
が
担
当
し
全
額
を

負
担
す
べ
き
と
一
貫
し
て
主
張
し

続
け
て
き
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
地
方
負
担
が
再
び
継
続
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
は
、
誠

に
遺
憾
で
あ
る
。

一
方
、
保
育
料
や
学
校
給
食
費

に
つ
い
て
、
子
ど
も
手
当
か
ら
徴

収
で
き
る
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
る

方
向
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

住
民
間
の
公
平
・
公
正
を
確
保
す

る
観
点
か
ら
地
方
が
強
く
要
請
し

て
き
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
努
力

を
多
と
し
た
い
。

ま
た
、
地
方
の
子
育
て
支
援
サ

ー
ビ
ス
の
拡
充
の
た
め
、
新
た
な

交
付
金
制
度
が
設
け
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
現
金
給
付
と
サ
ー
ビ

ス
給
付
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
も

の
で
あ
り
、
評
価
し
た
い
。
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
柔
軟
で
自
由
度

の
高
い
制
度
設
計
を
求
め
る
も
の

で
あ
る
。

平
成
２４
年
度
以
降
の
子
ど
も
手

当
の
制
度
設
計
に
当
た
っ
て
は
、

我
々
の
主
張
を
踏
ま
え
、
現
金
給

付
と
サ
ー
ビ
ス
給
付
に
係
る
国
と

地
方
の
役
割
分
担
及
び
経
費
負
担

の
あ
り
方
を
含
め
、
幅
広
く
検
討

す
る
場
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
税
制
改
正
に
よ
る
地
方
の

増
収
分
に
つ
い
て
、
そ
の
使
途
を

国
が
実
質
的
に
決
め
る
よ
う
な
こ

と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
十
分

な
協
議
・
検
討
の
上
で
、
地
方
の

理
解
が
得
ら
れ
る
か
た
ち
で
制
度

改
正
が
行
わ
れ
る
よ
う
求
め
る
。

平
成
２２
年
１２
月
２１
日

地
方
六
団
体

平成２３年度の地方財政の姿

�地方財政計画の規模 ８２兆５，２００億円程度（前年度比＋３，９００億円程度、＋０．５％程度）
（参考）水準超経費を除いた場合 ８１兆８，０００億円程度（〃＋３，２００億円程度、＋０．４％程度）
�地方一般歳出 ６６兆８，４００億円程度（〃＋５，１００億円程度、＋０．８％程度）
（参考）地方一般歳出（給与関係経費除き）の総額

４５兆５，７００億円（〃＋９，３００億円程度、＋２．１％程度）
�一般財源総額 ５９兆４，９９０億円（〃＋８８７億円、＋０．１％）
（参考）一般財源（水準超経費除き）の総額

５８兆７，７９０億円（〃＋１８７億円、＋０．０％）
※財政運営戦略に定める中期財政フレームに基づき、２２年度水準を下回らないよう確保
�地方交付税の総額 １７兆３，７３４億円

（�１６兆８，９３５億円、＋４，７９９億円、＋２．８％）
�地方税及び地方譲与税３５兆５，７８６億円

（�３４兆４，２６７億円、＋１兆１，５１９億円、＋３．３％）
�臨時財政対策債６兆１，５９３億円

（�７兆７，０６９億円、△１兆５，４７６億円、△２０．１％）
�財源不足額１４兆２，４５２億円（�１８兆２，１６８億円、△２１．８％）
（参考）折半対象財源不足額 ７兆６，３０８億円（�１０兆７，７６０億円、△２９．２％）

２２３３
年年
度度
地地
財財
対対
策策
がが
決決
着着

計
画
の
規
模
は
８２
兆
�
�
�
�
億
円

子
ど
も
手
当

第１７８３・８４号 平成２３年１月１５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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総
務
省
は
、
「
平
成
２３
年
統
一

地
方
選
挙
執
行
予
定
団
体
に
関
す

る
調
」
を
本
年
１
月
１
日
付
で
ま

と
め
た
�
左
表
。
こ
れ
は
平
成
２３

年
３
月
１
日
か
ら
６
月
１０
日
ま
で

の
間
に
、
議
会
の
議
員
ま
た
は
長

の
任
期
が
満
了
す
る
団
体
を
対
象

に
調
査
し
た
も
の
。

調
査
に
よ
る
と
、
昨
年
１２
月
１

日
現
在
、
全
国
の
都
道
府
県
と
市

区
町
村
の
合
計
で
あ
る
１
７
９
７

団
体
の
う
ち
、
統
一
地
方
選
挙
に

よ
り
改
選
を
行
う
予
定
の
団
体
は

１
０
４
２
団
体
と
な
る
見
込
み
。

し
た
が
っ
て
、
全
地
方
公
共
団
体

の
議
員
・
長
の
選
挙
数
に
占
め
る

統
一
地
方
選
挙
執
行
予
定
団
体
数

の
割
合
を
示
す
「
統
一
率
」
は
２８

・
９９
％
と
な
る
。
前
回
の
統
一
地

方
選
挙
が
行
わ
れ
た
平
成
１９
年
と

比
べ
る
と
、
０
・
７９
ポ
イ
ン
ト
減

少
し
て
お
り
、
過
去
最
低
の
数
値

を
更
新
す
る
こ
と
に
な
る
。

全
国
８
０
９
市
（
特
別
区
含

む
）
の
議
会
に
つ
い
て
み
る
と
、

全
市
議
会
の
４２
・
４
％
に
あ
た
る

３
４
３
市
の
議
会
が
統
一
選
を
予

定
し
て
い
る
。

選
挙
期
日
は
、
都
道
府
県
の
首

長
（
知
事
）
と
議
員
、
お
よ
び
政

令
指
定
都
市
の
首
長
（
市
長
）
と

議
員
の
選
挙
が
４
月
１０
日
に
、
続

い
て
政
令
市
を
除
く
市
区
町
村
の

首
長
（
市
長
、
区
長
、
町
長
、
村

長
）
と
議
員
の
選
挙
が
４
月
２４
日

と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
２２
年
に
始
ま
っ
た
統
一
地

方
選
挙
は
、
地
方
選
挙
に
対
す
る

有
権
者
の
関
心
を
高
め
た
り
、
選

挙
事
務
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と

な
ど
を
目
的
と
し
て
、
４
年
に
一

度
期
日
を
統
一
し
て
選
挙
を
行
う

こ
と
と
し
て
き
た
。
し
か
し
、
今

回
の
調
査
結
果
か
ら
も
分
か
る
よ

う
に
、
近
年
、
統
一
率
は
下
が
り

続
け
る
傾
向
に
あ
る
。
首
長
の
任

期
途
中
で
の
辞
職
、
死
亡
、
議
会

の
解
散
な
ど
の
原
因
を
は
じ
め
、

市
町
村
合
併
の
促
進
が
主
な
原
因

と
な
り
、
任
期
の
ズ
レ
が
発
生
し

て
き
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
た
め

現
在
で
は
、
統
一
地
方
選
挙
の
統

一
率
の
向
上
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。こ

の
ほ
か
、
公
職
選
挙
法
第
３４

条
の
２
の
「
９０
日
特
例
」
を
適
用

し
選
挙
を
予
定
し
て
い
る
の
は
５

団
体
。
ま
た
、
平
成
２３
年
統
一
地

方
選
挙
対
象
団
体
の
中
で
単
独
の

選
挙
執
行
を
予
定
し
て
い
る
の

は
、
任
期
満
了
に
よ
る
選
挙
を
２

月
２８
日
ま
で
に
予
定
し
て
い
る
団

体
と
、
６
月
１
日
か
ら
１０
日
ま
で

の
間
に
任
期
満
了
と
な
る
が
、
統

一
選
と
し
て
選
挙
を
行
わ
な
い
団

体
の
合
計
２２
団
体
と
な
る
。

▼
議
長

▽
宜
野
湾

呉
屋

勉（
９
・
２８
）

▽
草
加

松
井
優
美
子（
１０
・
２７
）

▽
東
近
江

中
村

肇（
１０
・
２９
）

▽
養
父

北
尾
行
雄（
１０
・
２９
）

▽
高
梁

三
谷

實（
１０
・
２９
）

▽
黒
部

森
岡
英
一（
１１
・
１
）

▽
伊
豆

杉
山
羌
央（
１１
・
１
）

▽
志
摩

小
河
光
昭（
１１
・
１
）

▽
朝
来

能
見
勇
八
郎（
１１
・
１
）

▽
葛
城

西
川
弥
三
郎（
１１
・
１
）

▽
野
洲

立
入
三
千
男（
１１
・
４
）

▽
川
西

小
山
敏
明（
１１
・
８
）

▽
加
東

長
谷
川
勝
己（
１１
・
９
）

▽
袖
ケ
浦

渡
辺

盛（
１１
・
１０
）

▽
貝
塚

奥
野

学（
１１
・
１０
）

▽
燕

大
岩

勉（
１１
・
１１
）

▽
海
老
名

鈴
木

守（
１１
・
１２
）

▽
亀
山

大
井
捷
夫（
１１
・
１２
）

▽
豊
岡

木
谷
敏
勝（
１１
・
１２
）

▽
岡
崎

柴
田

泉（
１１
・
１５
）

▽
泉
南

松
本
雪
美（
１１
・
１５
）

▽
須
崎

大
�

稔（
１１
・
１５
）

▽
匝
瑳

浪
川
茂
夫（
１１
・
１６
）

▽
岩
国

細
見
正
行（
１１
・
１７
）

▼
副
議
長

▽
宜
野
湾

大
城
政
利（
９
・
２８
）

▽
草
加

飯
塚
恭
代（
１０
・
２７
）

▽
東
近
江

大
澤

貢（
１０
・
２９
）

▽
養
父

田
中
久
一（
１０
・
２９
）

▽
高
梁

大
月
健
一（
１０
・
２９
）

▽
佐
渡

佐
藤

孝（
１１
・
１
）

▽
黒
部

木
島
信
秋（
１１
・
１
）

▽
伊
豆

大
川

孝（
１１
・
１
）

▽
志
摩

上
村
繁
子（
１１
・
１
）

▽
朝
来

中
島
利
信（
１１
・
１
）

▽
葛
城

西
井

覚（
１１
・
１
）

▽
野
洲

三
和
郁
子（
１１
・
４
）

▽
川
西

住
田
由
之
輔（
１１
・
８
）

▽
加
東

桑
村
繁
則（
１１
・
９
）

▽
燕

齋
藤
�
吉（
１１
・
１１
）

▽
海
老
名

外
村

昭（
１１
・
１２
）

▽
亀
山

宮
崎
勝
郎（
１１
・
１２
）

▽
豊
岡

芝
地
邦
彦（
１１
・
１２
）

▽
岡
崎

清
水
克
美（
１１
・
１５
）

▽
須
崎

�
野
寛
招（
１１
・
１５
）

▽
匝
瑳

小
川
博
之（
１１
・
１６
）

▽
光

松
本
修
二（
１１
・
１６
）

▽
岩
国

石
本

崇（
１１
・
１７
）

▼
事
務
局
長

▽
座
間

黒
部
邦
雄（
４
・
１
）

▽
四
国
中
央
石
川

卓（
８
・
１
）

▽
神
埼

佐
藤

広（
９
・
１
）

議議
会会
人人
事事

１
０
４
２
団
体
が
統
一
地
方
選

平
成
２３
年
の
統
一
率
２８
・
９９
％
―
総
務
省
調

１月５日現在の市数
８０９市

うち
指定都市 １９市
中核市 ４０市
特例市 ４１市
一般市 ６８６市
特別区 ２３区

平成２３年統一地方選挙執行予定団体に関する調
平成２２年１２月１日現在

統
一
率
計

合計

１，７９７

１，０４２

２８．９９％

２９．７８％

５

２２

※平成２３年３月１日から６月１０日までの間に議会の議員又は長の任期が満了する団体を対象に調査したもの。
※統一率計の２８．９９％は、次の算式によるもの。 １，０４２（統一地方選挙執行予定団体数）

×１００（％）
１，７９７（団体数）×２

小計

議会

１，７９７

７９１

４４．０２％

８３６

５

７

長

２５１

１３．９７％

２８０

１５

町村

議会

９４１

４０４

４２．９３％

４４８

―

７

長

１３２

１４．０３％

１５６

９

特別区

議会

２３

２１

９１．３０％

２１

１

―

長

１３

５６．５２％

１３

―

指定都市以外の市

議会

７６７

３０５

３９．７７％

３０９

４

―

長

８８

１１．４７％

９５

６

指定都市

議会

１９

１７

８９．４７％

１４

―

長

５

２６．３２％

３

―

都道府県

議会

４７

４４

９３．６２％

４４

―

―

長

１３

２７．６６％

１３

―

区分

地方公共団体数
（Ａ）

特例法第１条の
規定により改選
を行う予定の団
体数（Ｂ）

統一率
（Ｂ／Ａ×１００）

前回（平成１９年４
月）執行団体数

９０日特例による
選挙執行予定団
体数

単独の選挙執行
予定団体数

（３） 平成２３年１月１５日 第１７８３・８４号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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我
々
が
日
常
利
用
す
る
「
駅
」

に
は
元
々
、
「
宿
場
」
「
う
ま
や
」

の
意
味
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
の

公
共
交
通
網
が
整
備
さ
れ
る
ま
で

人
々
は
、
自
分
の
足
か
馬
で
移
動

し
、
途
中
の
宿
場
で
、
自
分
や
馬

の
体
を
休
め
る
と
と
も
に
、
行
き

交
う
旅
人
た
ち
と
情
報
交
換
を
し

て
い
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
全
国
的
に
「
ま
ち

の
駅
」
の
設
置
が
広
が
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
施
設
に
「
駅
」
の
名
称

を
冠
し
て
い
る
理
由
は
、
人
・
物

・
情
報
を
つ
な
ぐ
場
へ
発
展
す
る

よ
う
に
と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
た
め
で
す
。
そ
し
て
現
在
、

「
ま
ち
の
駅
」
に
は
様
々
な
種
類

が
存
在
し
て
い
ま
す
。
「
健
康
」

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
交
流
の
場

「
健
康
の
駅
」
も
「
ま
ち
の
駅
」

の
中
の
１
つ
で
す
。

横
手
市
を
は
じ
め
と
す
る
自
治

体
有
志
は
平
成
１５
年
、
「
健
康
の

駅
」
の
実
施
を
提
案
し
ま
し
た
。

そ
し
て
翌
１６
年
、
横
手
市
で
は
厚

労
省
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
「
高
齢

者
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
第
一
号
と
な
る

小
規
模
駅
を
開
設
。
平
成
１７
年
に

は
事
業
を
統
括
す
る
「
健
康
の
駅

推
進
室
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

横
手
市
の
「
健
康
の
駅
」
の
特

徴
は
、
施
設
の
規
模
を「
大
」「
中
」

「
小
」
の
３
区
分
と
し
、
重
層
的

に
設
け
て
い
る
点
に
あ
り
ま
す
。

大
規
模
駅
は
、
医
療
専
門
職
な

ど
の
支
援
に
よ
り
「
個
々
の
身
体

特
性
に
応
じ
た
健
康
づ
く
り
を
支

援
す
る
場
」
。
現
在
、
市
内
に
３

か
所
あ
り
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ

ン
が
設
置
さ
れ
、
理
学
療
法
士
・

保
健
師
・
健
康
運
動
指
導
士
な
ど

有
資
格
者
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
、

効
果
的
な
運
動
方
法
の
ア
ド
バ
イ

ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

中
規
模
駅
は
、
小
学
校
区
で
展

開
し
、
公
民
館
等
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
市
内
に
１２
か
所
あ

り
、
「
生
涯
学
習
活
動
や
地
域
活

動
と
連
携
し
た
地
域
ぐ
る
み
の
健

康
づ
く
り
を
支
援
す
る
場
」
と
し

て
い
ま
す
。

小
規
模
駅
は
、
町
内
会
館
等
を

拠
点
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
市
内
に
３６
か
所
あ
り
、
町

内
会
や
集
落
を
単
位
と
す
る
こ
と

で
「
地
域
の
顔
な
じ
み
の
仲
間
が

声
を
掛
け
合
い
、
身
近
な
と
こ
ろ

で
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
場
」

と
し
て
い
ま
す
。

「
大
」「
中
」「
小
」
の
駅
い
ず

れ
に
お
い
て
も
展
開
さ
れ
て
い
る

内
容
が
、「
ら
く
ら
く
体
操
」へ
の

取
り
組
み
。
こ
の
体
操
は
、
横
手

市
が
独
自
に
考
案
し
た
も
の
で
、

膝
痛
や
腰
痛
な
ど
の
緩
和
と
予
防

を
目
的
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
小
規
模
駅
で
は
活
動
の

中
核
を
な
し
て
お
り
、
市
民
が
自

主
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
「
ら
く
ら
く
体
操
」
は
、

椅
子
に
座
り
な
が
ら
行
う
た
め
誰

に
で
も
簡
単
に
で
き
、
し
か
も
良

い
意
味
で
多
少
サ
ボ
っ
て
も
分
か

り
に
く
い
た
め
、
無
理
な
く
続
け

ら
れ
ま
す
。

人
口
約
１０
万
人
で
約
６
９
３
平

方
�
の
広
大
な
面
積
を
抱
え
る
横

手
市
で
は
、
活
動
拠
点
が
少
な
い

と
「
駅
」
へ
通
え
な
い
市
民
が
発

生
す
る
た
め
、
住
ま
い
に
身
近
な

小
規
模
駅
で
の
活
動
に
注
力
し
て

い
る
点
が
特
徴
。
さ
ら
に
、
身
近

な
地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
の
場

を
作
る
こ
と
で
▽
希
薄
に
な
り
つ

つ
あ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
復

活
▽
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持

向
上
―
―
を
図
り
た
い
と
い
う
願

い
の
ほ
か
、
高
齢
者
の
引
き
こ
も

り
防
止
の
意
味
合
い
も
込
め
て
い

ま
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
自
主
的

な
活
動
が
負
担
に
な
ら
な
い
た
め

か
、
参
加
の
継
続
者
は
多
い
と
の

こ
と
。
事
業
へ
の
取
り
組
み
の
効

果
も
あ
り
参
加
者
に
お
い
て
は
、

体
力
測
定
の
結
果
向
上
や
痛
み
の

緩
和
な
ど
、
実
際
に
効
果
も
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
参
加
者

は
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
市

民
か
ら
の
支
持
を
着
実
に
得
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

横
手
市
で
は
今
後
も
、
市
民
に

身
近
な
健
康
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

市 政

ニュース

小規模駅でらくらく体操をする市民の方々。この日は大規模駅から
運動指導員（右）が派遣され、運動指導や体力測定が行われました。

「健康の駅よこてらくらく体操」普及の
ためにＤＶＤも作成されました。

「健康の駅よこて」

利用者数の推移（延人数）

２１年度

１３，９３８

１，２１７

９，８４０

２０年度

１３，７１６

１，０４６

９，０３７

１９年度

８，１９０

８３８

９，３５３

１８年度

７，５４８

２３８

９，３０３

□大規模駅

□中規模駅

□小規模駅

ら
く
ら
く
体
操
で
市
民
が
元
気
に

秋田県
横手市

「「
健健
康康
のの
駅駅
よよ
ここ
てて
」」推推
進進
事事
業業
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